
企画委員会
（１０人以内）

総務部

部長（理事）

事務局

局長（副会長・理事）

会計
（理事） 部会長

青少年育成部会

部会長部長（理事）

企画部 福祉部会

部会長

監事（2人） 理事（10人以内）

会長（理事）

体育保健部会

部会長

生活安全部会

部会長

局長（副会長・理事）副局長（理事2人）

事業局

防災・環境部会

部会長

サポート部会

部会長

成人教育部会

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
考

え
方
」

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
富
士
市
ま

ち
づ
く
り
推
進
条
例
に
規
定

さ
れ
て
お
り
、
目
的
や
活
動

の
具
体
的
内
容
は
、
体
育
祭
・

文
化
祭
・
祭
り
等
の
イ
ベ
ン

ト
事
業
や
地
区
内
の
問
題
解

決
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
内
に
活
動
の
専

門
部
会
を
設
け
て
あ
ら
ゆ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
て

い
ま
す
。
富
士
市
内
他
地
区

の
協
議
会
に
比
べ
て
素
晴
ら

し
い
活
動
を
し
て
お
り
、
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
お

り
ま
す
。

昨
年
度
（
令
和
元
年
度
）

生
涯
学
習
推
進
会
の
部
会
活

動
と
協
議
会
の
活
動
が
重
複

し
わ
か
り
難
い
等
の
理
由
か

ら
生
涯
学
習
推
進
会
を
解
散

し
協
議
会
に
統
合
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
際
、
協
議
会
の

正
副
会
長
会
議
で
「
１
年
か

け
て
組
織
の
見
直
し
を
す
る
。
」

と
決
議
し
て
お
り
今
回
組
織

改
編
に
至
り
ま
し
た
。

改
編
の
大
き
な
目
的
は
、

透
明
性
の
確
保
と
松
野
地
区

の
特
殊
性
や
高
齢
化
に
伴
う

様
々
な
問
題
解
決
に
取
り
組

む
事
務
局
部
門
の
設
置
で
す
。

そ
こ
で
協
議
会
長
と
し
て

の
考
え
方
を
少
し
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
度
ま
で
協
議
会
内
の

イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
推
進
会
が
中
心
と

な
り
体
育
祭
・
文
化
祭
・
祭

り
等
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
敢

え
て
申
し
上
げ
る
な
ら
、
他

の
地
区
同
様
マ
ン
ネ
リ
化
が

少
し
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
各
部
会
内
に
は
素

晴
ら
し
い
人
材
が
多
数
お
り
、

地
域
住
民
の
御
意
見
等
頂
き

活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決

で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
に
殆
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
し
て
お
り
ま
す

が
、
各
部
会
は
こ
の
機
会
を

捉
え
会
合
を
重
ね
次
年
度
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

①

そ
こ
で
透
明
性
の
確
保

に
つ
い
て
で
す
が
、
会
計
処

理
が
一
部
明
瞭
で
な
い
。

各
部
会
の
行
っ
て
お
り
ま

す
事
業
に
つ
い
て
は
、
年
間

の
事
業
計
画
、
予
算
は
正
副

会
長
会
議
、
理
事
会
、
総
会

の
承
認
を
得
て
執
行
さ
れ
て

お
り
全
く
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
一
部
の
執
行

で
正
副
会
議
や
理
事
会
等
の

承
認
を
得
ず
に
事
業
を
行
い

会
計
処
理
さ
れ
て
い
る
の
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

協
議
会
の
活
動
は
、
富
士

市
の
補
助
金
と
地
区
内
の
各

世
帯
か
ら
の
負
担
金
で
成
り

立
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
公
金
で
あ
り
、

公
金
の
意
識
が
希
薄
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

地
区
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

区
長
会
と
話
し
合
い
本
年
度

か
ら
1
世
帯
７
０
０
円
か
ら

６
０
０
円
（
本
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
関
係
で
、

こ
れ
ま
で
事
業
を
殆
ど
中
止

し
て
い
る
こ
と
か
ら
４
０
０

円
）
に
減
額
し
て
お
り
ま
す
。

改
正
前
の
規
約
は
、
理
事

会
の
開
催
が
特
別
な
事
情
が

な
い
限
り
年
２
回
の
開
催

（
総
会
に
諮
る
議
案
の
承
認

の
た
め
の
３
月
開
催
と
総
会

後
の
新
体
制
に
な
っ
た
６
月

開
催
）
で
あ
り
、
少
額
の
予

算
執
行
の
場
合
の
規
定
（
正

副
会
長
の
承
認
を
得
た
後
、

速
や
か
に
理
事
会
に
報
告
す

る
。
）
を
設
け
た
も
の
の
、

正
副
会
長
会
議
・
理
事
会
に

報
告
が
な
く
定
例
会
開
催
の

必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
一
部
部
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
役
員
が
立
替
払
い

で
予
算
を
執
行
し
て
お
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
事
業
し
て

い
る
の
に
部
員
に
負
担
を
強

い
て
き
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に

本
年
度
か
ら
事
務
局
の
セ
ン

タ
ー
長
と
会
計
と
協
議
し
理

事
会
の
承
認
を
得
た
上
で
、

各
部
会
に
銀
行
口
座
を
開
設

し
予
算
を
全
額
振
込
み
予
算

執
行
を
す
る
様
に
し
ま
し
た
。

②

次
に
松
野
地
区
の
特
殊

性
や
高
齢
化
に
伴
う
様
々
な

問
題
解
決
に
取
り
組
む
事
務

局
部
門
の
設
置
に
つ
い
て
で

す
。今

回
組
織
改
編
を
し
て
、

協
議
会
の
組
織
を
大
き
く
事

務
局
と
事
業
局
に
区
分
し
ま

し
た
。

各
部
会
が
行
う
イ
ベ
ン
ト

等
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
先

に
述
べ
た
と
お
り
素
晴
ら
し

い
活
動
を
し
て
お
り
、
今
後

事
業
局
長
を
中
心
に
活
動
を

し
て
頂
く
こ
と
で
各
部
会
間

の
意
思
疎
通
が
図
れ
、
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
が
期
待
で
き
ま
す
。

既
に
事
業
局
会
議
に
お
い

て
は
、
局
長
中
心
に
議
事
進

行
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

会
議
の
議
事
録
を
作
成
し
会

議
内
容
を
理
事
会
に
報
告
、

事
業
局
内
の
各
部
会
や
理
事

会
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
一
番
の
課
題
は
、
事

務
局
部
門
の
強
化
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
協
議
会
の
事

務
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

が
殆
ど
行
っ
て
お
り
、
地
域

の
課
題
解
決
に
素
早
く
対
応

す
る
た
め
の
組
織
改
編
が
必

要
で
し
た
。

現
在
協
議
会
で
は
、
令
和

４
年
度
ス
タ
ー
ト
の
ま
ち
づ

く
り
行
動
計
画
を
策
定
中
で

す
が
、
松
野
地
区
に
お
け
る

大
き
な
問
題
は
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

高
齢
化
問
題
か
ら
表
面
化

す
る
の
は
、
交
通
の
便
が
非

常
に
悪
い
こ
と
や
高
齢
化
に

よ
る
休
耕
地
及
び
、
空
き
家

の
増
加
や
独
居
高
齢
者
の
問

題
等
様
々
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
そ
れ
等
の
対
策
で
す
。

い
ず
れ
も
こ
れ
ら
は
、
富

士
市
が
主
導
す
る
も
の
と
考

え
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
は

提
案
を
し
ま
す
が
き
め
細
か

な
こ
と
を
行
う
の
は
地
域
住

民
で
あ
る
我
々
で
す
。

例
と
し
て
松
野
地
区
に
昨

年
１
２
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導

入
で
す
。
４
年
前
、
区
長
会

を
母
体
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
検
討
委
員
会
が
発
足
し
、

宇
佐
美
委
員
長
を
中
心
に
富

士
市
の
担
当
課
職
員
と
協
議

を
重
ね
漸
く
ス
タ
ー
ト
に
漕

ぎ
つ
け
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
松
野
地
区
内
で
の
運
行

で
あ
る
の
で
当
初
か
ら
富
士

川
駅
や
蒲
原
病
院
ま
で
の
運

行
が
で
き
ず
使
い
勝
手
の
悪

さ
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
検
討
委
員
会
で
は
、
今

後
も
継
続
し
て
よ
り
良
い
仕

組
に
な
る
よ
う
継
続
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
富
士
市
に
お
い
て

は
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

を
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
管

理
運
営
を
任
せ
る
指
定
管
理

者
制
度
導
入
の
方
向
性
を
示

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
協
議
会
は
、
何
時
で

も
同
制
度
に
対
応
で
き
る
事

務
局
機
能
を
強
化
し
た
組
織

改
編
が
必
要
性
で
あ
り
ま
す

が
、
協
議
会
と
し
て
は
、
こ

れ
等
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
、
確
保
が
最
重
要
課
題

と
考
え
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
殆
ど
の
事

務
を
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー

に
依
存
し
て
い
る
体
質
改
め
、

地
域
主
導
の
協
議
会
の
運
営

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
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望
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会
長
（
理
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）
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田
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会
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会
長
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夫

総
務
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理
事
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深
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画
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長
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会
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人
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会
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会
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会
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会
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佐
野
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治
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全
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会
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会
長

久
保
田
孝
一

本
年
度
の
役
員

事
務
局
部
門
の
設
置

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は

役員大幅交代
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